
コ軸ずつ
品
。
費
“
日

i
代
一
沼

早一冊
9
1
一
躍

町
幻
一
河

陶
吉
一
癖

義一醐
/
一
明

採
一
購

υ奴一口
M

ぷ
一

8

総
数
回
手
百
五
+
人
〈
う
ち
貴
子
-
一
一

括
一
月
百
七
十
六
A
O
、
死
亡
者
十
八
人
-

町
一
回

ζ
れ
は
、
昭
和
的
十
四
年
中
に
県
下

動
耳
目
寝
室
五
お
し
ゅ
J
ナ
l

一
町
出
・
ポ
シ
ド
な
ど
r
L
乱
究
者
庄
掛
で
古

融

持

奇

襲

さ

れ

な

内

室

長

官

泊

な

線
一
総
/
い
害
義
一
凡
る
と
た
い
へ
ん
な
一
数
字
に

/
一
ゲ
な
め
ま
占

Allai
、

:

行
一
町

2
2
1喜
ニ
ア
レ
日
・

3

耳
二

5

、

側
一
川

市
一
{

闘車一あ

げ小一配

間同一閣

制
一
会

粋一

υ
/
一
緒

口い円一
A
U一AHHv

w
b
一

ーム一
n
6

同
月
一
石

村一

L

vhυ

一Fhυ

λ
袋
一
噌
ム

和
一
万

昭
一
毎

輔霊).223(5月号)

一

凶

器

住

い

れ

日

立

白

河

川

刊

誌

締

結

一

誌

は

湾

訪

問

崎

市

叫

ん

…

謀

説

明

十

日

諮

問

諮

問

説

訪

日
し
精
神
不
安
定
に
な
っ
た
白
、
内
臓
器
一
神
的
に
も
最
も
大
切
な
霊
習
者
一
こ
と
は
、
ジ
ン
ナ
1
・
ポ
ン
ド
の
乱
用
一
川
書
さ
…
ほ
ど
品
翼
運
詩
宗
管
〉
出
質
問
十
堅
議
劇
場
議
会

一
言
伎
ぞ
い
ろ
い
ろ
な
理
的
安
一
こ
ん
な
に
を
は
ま
れ
て
い
ゐ
の
は
大
一
に
臨
ま
犯
罪
主
心
が
ふ
え
て
と
州
腕
司
…

1
ん
の
と
け
ら
君
主
女
に
い
一
一
回
出
演
、
甲
車
一
月
い
ら
い
長

一
き
さ
十
乙
し
ま
言
。
一
き
次
長
一

mm75。
乱
開
の
一
則
横
三

J
」ょに一
J
G

乱
川
に
よ
る
い
ら
だ
ち
一
間
浄

F
'
妻
宅
寓
さ
れ
た
。
人
帯
広
小
宝
章
五
雲
間
に
は
隔
月
出
顎
レ
て

一
昨
年
中
の
~
平
塚
市
安
雪
量
s
一
は
、
ま
心
だ
ん
み
と
集
長
〈
、
一
ゃ
弱
状
態
は
、
童
話
?
及
川
同
鳥
尊
重
ヘ
お
太
夫
同
議
い
φ
。

一
室
、
ァ
一
一
選
択
官
内
で
悲
し
え
一
抱
い
友
だ
ち
か
ら
の
縮
化

zaえ
豆
な
ど
の
犯
罪
と
な
り
、
ま
た
犯
罪
L

一

山

の

R
P
鳴
門
、
一
一
尿
葬
喜
八
。
外
自
分
で
裂
し
む
ば
か
白
で
き
妻
誌

一

か

喜

〉

一

ζ
言
語
的
見
完
成
が
フ
か
が
一
豆
長
宅
、
話
雪
事
一
川
僻
し
森
"
題
は
円
前
控
室
蓄
の
客
誘
に
も
一
重
つ
丈
十
年
前
主

一

験

問

十

戸

ω一
わ

れ

ま

;

経

路

は

文

房

具

富

一

塁

-

妻

賢

官

一

宮

一

ニ

一

墜

事

到

の

一

人

t
f
z要

求

塁

;

義

武

夫

一

端

題

ヂ

<

一

妻

、

そ

の

ほ

か

が

高

時

敷

居

一

誌

を

お

ζ
芸

そ

れ

〉

第

一

間

帯

里

親

支

の

艶

の

言

語

協

言

語

法

入

金

21

一

切

制

問

覇

Lと

な

っ

て

い

ま

文

芸

能

喜

一

と

な

っ

て

黍

わ

れ

ま

す

。

一

附

人

同

心

え

さ

7
E鞘
奈

川

選

顧

問

な

ど

の

ほ

か

会

器

一
一
課

i
r艶
麓
常
一
定
レ
童
話
選
に
も
葬
に
多
い
一

ζ
の
き
な
乱
用
に
宮
市
青
草
一
附

tlai--
雲
太
夫
連
盟
会
長
の
襲
女
文
損
害
稜
季
語
喜
ん
で
控

;

っ

て

一

支

え

エ

4
1
1
2
1
5
亀
糟

J

一

ょ

っ

で

ご

れ

は

両

殺

の

無

関

心

一

守

主

耕

三

て

町

一

附

凶

器

開

私

立

一

日

韓

日

諸

説

明

d

騒
が
あ

bzzz章

一

義

も

の

会

一

制

定

モ

白

書

の

き

に

お

い

一

帯

韓

背

一

塁

・

5
Eわれ
と
い
え
ま
一
ー

;

4
・

一

附

ζ

の
と
乙
乃
ち
ょ
っ
と
常
上
機
器
〉
空
白
成
分
と
な
っ
て
い
る

7求
め
て
祁
雇
用
古
る
と
吾
:
一
崎

7
。

う

ち

の

子

に

限

っ

て

と

い

う

一

幻

自

民

同

創

刊

誌

一

附

ト

れ

信

託

日

刊

誌

一

点

訂

同

日

間

れ

れ

一

時

十

品

開

一
管
官
ま
す
け
れ
ど
も
、
実
際
一
索
お
な
じ
み
の
シ
ン
ナ
ー
量
一
位
の
室
主
に
か
か
L
4
7
0
そ
れ
一
野
首
八
十
五
人
骨
つ
塁
手
人
)
一
安
、

I

心

臨

む

を

捨

ミ

あ

ら

事

て

お

宅

一

一

山

一

一

一

一

一

人

主

組

織

し

ζ
れ
に
警
察
署
、
学
校
、
一
聞
の
動
作
に
づ
れ
て
碕
懐
を
語
石
宮
邸
玄
あ
る
自
問
討
が
力
者
住
い
で
い
る
乙
女
文
捕
と
そ
の

然
と
L
て
乱
用
か
品
と
伊
絡
た
ず
一
の
フ
す
め
被
w

で
あ
久
ポ
ン
ド
・
セ
一
ぞ
れ
ち
が
っ
た
審
議
が
あ
白
ま
す
が
、
一
死
亡
弱
立
一
人
と
な
J
、
ζ
れ

は

県

下

一

の

お

子

さ

ん

を

政

意

深

〈

見

壊

し

て

く

一

一

郎

一

一

令

、

一

b

一

，

、

、

一

市

の

関

野

構

関

が

加

わ

っ

て

シ

ジ

ナ

1
一
自
(
平
凡
社
大
宮
認
)
と
い
っ
て
も
、
ジ
キ
ズ
か
し
ら
(
人
静
)
衣
裳
な
ど
七
つ
〈
一
旬
平
塚

哲
三
え
る
ζ

れ
か
ら
夢
喜
一
委
長
(
草
剤
)
な
の
で
す
が
、
一
量
し
て
U
去
し
と
は
、
体
内
へ
政
一
四
十
一
審
警
告
主
審
め
で
全
一
だ
さ
レ
。
乱
用
の
揮
は
従
来
は
東
京

V
E対
決
し
て
い
ま
70
活
喜
一
郎
謀
議
議
室
受
古
典
的
な
建
入
品
継
が
内
部
鳥
警
と
も
に
市
町
交
化

2襲
撃

署

5
2
8
3の

使
用
罰
的

2
2
2
f、

自
主
の
ど
喜
一
葉
官
、
式
語
卒
四
へ
一
海
道
南
側
暴
露
ハ
ム
園
芸

2
5
2人

た
ち
に
証
雨
量
雨
情
も
の
は
普
い
人

Eは
興
院
が
な
い
か
管
て
の
撃
を
は
た
さ
と
き

に昔、

2
2
一
色
毒
事
長
わ
れ
て
い
る
の
一

Z
Eに
よ

そ

は

じ

め

は

喜

一

言

主

へ

き

九

歳

、

十

五

E
Zっ
た
の
で
革
、
懸
一
高
つ
で
も
昏
暴
言
及
警
一
附
も
知
表
。
し
士
、
近
松
塁
習
を
そ
の
活
動
霊
亡
て
宮
高
を

ア
セ
ト
ン
、
エ
ラ
ー
ん
、
重
工
一
は
ほ
ん
き
に
習
も
の
で
宅
百
ま
い
、
警
塁
起
こ
し
、
や
が
て
一
六
歳
、
十
五
喜
一
臓
に
な
っ
て
い
喜
一
近
議
々
に
北
部
ヘ
貴
重
縄
付
一
塁
ま
ず
、
学
校
単
位
に
家
庭
教
育
一
附
需
品
で
知
ら
れ
る
よ
え
霊
時
代
の
寄
付
し
た
も
の
。
襲
第
十
字
校
長
著

一
の
必
要
事
重
責
に
し
た
『
管
合
い
」
一
川
庶
民
の
良
普
抱
い
た
翼
線
総
た
る
語
D

付
し
て
宣
功
章
露
。
、
昨
年
も
場
開
志
7

4

に
一
義
誕
し
、
防
止
世
厨
に
よ
る
寝
室
側
主
人
震
い
が
あ
や
つ
る
と
る
(
人
支
部
に
特
別
寄
付
ケ
し
て
富
知
事
(
蓄

京
、
野
的
に
み
て
乱
用
の
ふ
凡
る
査
一
山
形
)
の
も
つ
で
い
理
一
情
は
、
呂
志
狛
特
の
き
急
設
ぜ
た
。
己
が
人
伎
に
悔
い
は
な

1

一
休
み
前
後
に
は
印
矧
駒
の
配
付
も
実
施
一
側
主
曲
と
し
て
昧
わ
い

-
E
z
-
-
f
i
-
-
:
'
:
:

い
が
、
偶
人
的
に
念

日清

p'τ
て
い
ま
す
a

次
に
霊
童
へ
の
協
一
似
つ
く
せ
ぬ
も
の
が
品

T
二
7
2…
:d'

廃
反
省
す
る
ζ
と
が

?
叫
次
一
力
事
か
け
も
奇
在
宅
す
。
宇
一
州
り
同
好
の
士
も
な
か
一
引
い
ぞ
設

y
r
h玉
串

D
そ
の
一
端
宇
レ

μ

月

l
一
CAUの
ね
友
ん
℃
干
憶
に
買
え
る
一
品
物
一
川
酬
な
か
多
い
。
思
瀧
d

d

a

弘
毅
緩
緩
緩
幾
縁
綴
諸
問
リ
で
母
屈
の
寄
付
と
な

ハ
滑
時
一
だ
け
に
業
者
の
協
力
は
ぜ
ひ
と
も
量
一
削
ん
も
そ
の
一
人
五

r
k
J鱗
磯
機
穣
晴
っ
た
と
い
う
。
議
文

香
:
一
存
一
手
。
市
内
一
宮
五
十
揺
を
勤
時
し
一
間
る
0

.

ぷ
三
欝
J
m麗
，
諜
失
一
は
罷
に
も
で
き
る

ヱ

一

暴

力

議

長

へ

防

法

一

三

川

署

食

事

…

u
S
Tゾ

留
が
ほ
ん
と
に
語
れ
る

H

U

一
ヵ
ー
を
は
っ
た

pレ
て
い
ま
す
が
、
革
一
間
期
大
J

鳴
門
(
な
る
'
恥

λ

、

f
L
f
r二
謝

醸

の

に

は
E
E
ー
か
か

吟

日

E
一

い

業

者

聞

の

よ

い

理

解

玄

樽

て

、

た

と

↑

一

仰

と

)

接

点

号

徳

島

る

。

合

同

ま

で

に

位

へ
8
一

一

H

Z
U

ム
一
え
ば
厳
売
繋
費
者
中
態
度
の
お
か
レ
な
一
川
県
の
染
物
震
に
住
ま
れ
古
人
克
服
の
末
点
ブ
上
げ
た
の
は
こ
十
題
。
得
意
ほ
、
担
州
安
謹

技
仁
一
者
の
通
報
な
ど
防
止
L
ひ
と
役
買
っ
て
一
制
恵
ま
れ
た
往
年
時
代
し
を
過
む
し
た
が
、
ハ
設
が
涼
一
一
夜
呂
、
油
慈
ま
一
一
良
一
一
宍
太
寝
台
出

塁
た
一
も
ら
っ
て
い
る
の
は
心
強
い
ζ

と
で
す
一
仰
が
本
職
以
川
社
長
在
染
め
た
商
売
用
の
問
屋
十
m
雷
、
堀
川
県
噴
霧
議
記
な
ど
o

H

四年

ま

年

一

一

目

三
一
次
に
乱
日
開
場
所
の
認
査
で
す
。
乱
用
占
一
川
船
が
皮
離
し
た
た
め
委
が
制
時
た
ま
た
間
以
!
大
震
教
授
の
紹
介
モ
臼
大
三
島
開
設

心

的

一

翼

Eろ
め
た
い
気
持
主
が
、
む
一
附
ま
元
海
軍
軍
人
だ
っ
た
設
が
海
軍
撃
の
ご
土
周
年
記
念
出
雲
績
ま
れ
襲
露
験
記

く
、
一
と
尽
の
少
な
い
場
所
を
物
字
レ
が
ち
で
一
間
会
社
主
蛤
め
た
の
で
手
伝
い
の
た
め
名
目
、
モ
エ
回
っ
た
が
、

ζ
れ
を
鑑
賞
し
た
能
衣
裳
研

す

び

一

一

H

uE
一70
活
動
員
た
ち
は
管
内
の
空
地
・
径
一
間
商
売
を
覚
文
て
平
塚
に
来
往
し
た
の
が
こ
↓
究
家
の
ド
イ
Y
の
掃
人
教
授
か
る
『
日
本
に

h

は
一
家
・
草
む
ら
な
ど
た
ん
念
損
害
、
一
州
歳
露
。
当
時
全
議
だ
っ
た
平
審
議
火
器
熊
歌
舞
伎
品
事
璃
と
い
う
独
雲

i

一
場
合
に
よ
勺
て
は
朝
日
当
の
町
宿
泊
聴
者
自
注
一
則
禁
廠
(
し
よ
う
)
白
調
用
街
人
と
忽
b
歴
代
芸
術
が
あ
る
の
に
大
半
の
日
本
人
が
冊
債
を

良

ン

一

一

H

子

H
一
態
宮
フ
な
が
し
て
い
ま
す
a

ま
た
一
度
一
…
州
の
廠
長
に
司
一
愛
が
ら
れ
終
戦
ま
で
各
種
の
鞠
知
ら
な
い
の
は
外
人
宇
ν
て
席
思
議
で
な
島

プ
…
一
補
導
さ
れ
た
語
家
庭
義
務
長
一
山
聖
賢
し
た
D
施
設
す
な
ど
や
っ
た
。
ぬ
』
と
い
わ
れ
た
の
が
今
春
紅
白
。
臼

t
i
@
一
同
し
て
常
習
の
望
書
仲
間
の
情
一
削
震
は
震
相
手
の
車
輔
露
塁
走
ど
京
人
の
心
の
故
郷
と
も
い
う
べ
き
詰
武
器

年

一

一

一

!

一
報
入
苧
な
ど
呆
然
の
防
止
に
も
っ
と
め
一
制
緩
鐙
!
旅
館
決
も
や
っ
た
か
、
昨
年
一
一
切
の
貰
磁
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
じ
い
と
い
う
。
同
日

少

ナ

一

一

日

一
る
ほ
一
す
、
愛
の
パ
ト
ロ
1
ん
、
街
頭
補
一
山
富
識
か
ら

tzf吉、
い
ま
は
夫
人
(
三
)
と
十
年
親
じ
ん
だ
品
盤
石
八
年
前
広
島
の
盛
口

脅

シ

一

一

!

/
一
棒
、
広
報
な
ど
で
奇
捜
も
量
点
約
に
補
一
…
間
ふ
た
白
マ
V
シ
室
川
丘
ま
い
a

穀
武
夫
震
は
で
ぷ
っ
つ
り
止
め
て
義
太
夫
ひ
と
す
じ
。
近

、
二
雪
進
め
る
喜
子
。
一
川
+
口
〈
昭
和
十
二
竺
票
霊
堂
沢
警
〈
厚
木
で
開
く
県
議
太
夫
妻
の
事
長

て

の

一

一

1
1

一
市
民
の
み
な
さ
ん

R
E
J一
度
品
一
郎
動
に
入
門
、
前
匠
制
限
艇
は
普
竹
量
百
三
九

b
き
っ
て
い
る
。
六
十
八
歳
ー

げ

で

一

一

!

宇
都
一
昔
を
見
ま

tて
乱
用
白
書
喜
一
附
ち
年
一
一
一
一
局
留
の
無
形
文
化
財
指
定
〉
室
住
所
は
平
塚
市
八
霊
前
九
/
一
五

Z
一
品
主
主
義
な
と
己
る
に
お
気
喜
一
削
室
、
猿
一
一
同
様
吉
田
教
え
し
妻
。

叩
恨
の
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
寝
室
客
室
課
一
酬
え
一
一
主
室
部
五
十
雲
〈
現
在
否

通
内
一
へ
お
知
ら
せ
〈
戸
ざ
い
。
膏
世
障
の
心
一
脚
本
紫
雲
)
主
要
義
理
警
護

と
邑
出
品
を
や
U

ば
む
社
会
の
融
行
dVず
一
仰
げ
た
ほ
か
、
一
一
一
十
八
年
N
H
K第
十
凶
回
邦

1
・ボ
V
ド
・
セ
メ
ダ
イ
ジ
に
、
市
民
一
山
楽
コ
V
ク
ー
ル
第
一
認
に
出
演
一
健
闘
じ

が
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
し
、
}
門
口
も
串
一
川
〈
東
京
薪
部
社
邦
議
コ

y
ク
ー
ル
義
太
夫
由

主
れ
ら
童
家
主
い
も
時
で
す
。
↑
削
削
警
一
匂
四
十
円
安
一
河
川
崎
監
零
花

や

く
動
機
は
野
奇
、
恥
か
ら
が
昨
%
て
最
高

m
支
・
名
愈
領
先
・
広
報
モ
ニ
タ
2
)

539 



一
世
帯
あ
た
り

J

昭
和
田
十
四
託
イ
月
し
が
み
-
わ
れ
た
@
一
一
援
の
男
え
と
も
ひ
六
八

-OM切
と
庄
原
約
記
寺
く
、

Z
4

一
員
宮
本
市
史
の
え
う
ま
に
よ
る
出
牛
援
の
減
少
@
十
歳
以
上
り
雲
人
口
が
一
万
一
千
四
れ
一
一
一
@
九
ニ
人

十
五
芳
四
平
九
百
五
十
九
一
最
前
後
の
身
女
と
も
ゑ
辰
野
闘
の
習
十
五
人
で
八
・

0
必

と

な

っ

て

い

る

。

世

帯

総

数

は

、

入
、
あ
沼
超
一
ム
十
五
年
の
人
口
及
に
よ
る
出
牛
裂
の
誠
少
@
十
九
歳
、
一
一
一
予
市
街
地
〈
本
庁
管
世
帯
構
成
万
九
千
五
由
一
役
帯

に
比
べ
る
と
、
四
万
六
千
六
両
国
八
十
人
ご
十
歳
、
二
十
一
裁
の
勇
子
に
つ
い
て
守
備
踊
内
部
人
口
内
)
が
七
万
五
千
一
一
一
。
マ
で
一
世
帯
あ
た
り
の

包
子
一
婦
の
増
加
で
あ
る
。
市
制
績
は
、
特
に
量
ブ
ー
ム
、

γ晶
の
排
寝
室
士
、
人
(
四
八
・
六
持
)
と
話
人
員
は
一
一
一
-
九
一
一
人
で
雪
。
昨
年
よ

i

i

F

ノ

り

一

千

九

白

六

ム

回

世

帯

ふ

え

た

が

、

尚
一
方
、
的
自
謂
査
仁
三
ら
ベ
世
帯
構
演

一
が
や
や
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
千
年
前
の

に
と
ら
も
ぼ
う
従
丸
名
の
増
加
、
現
路
大
調
資
ド
ァ
ペ
ら
ベ
蹴
少
の
閥
的
に
あ
白
、

約

四

・

=

落

、

学

の

学

佳

涜

入

司

祭

呂

立

つ

命

男

子

五

ζ
れ
は
、
市
内
蓄
に
よ
る
転
塁
日

み
て
ほ
ほ
ニ
・
一
一
落
と
な
る
。
十
段
引
後
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
み
る
よ
る
と
こ
ろ
が
大
苦
い
。
大
野
管
内
に

男
女
別
で
ほ
、
四
位
ず
人
口
は
汽
万
五
損
失
が
み
ら
れ
話
@
高
唱
癌
は
男
子
に
一
一
一
万
凶
子
百
九
十
一
一
天

2

1

7
一

宮
一
十
九
人
、
女
平
入
口
七
万
四
千
四
〈
ら
ベ
玄
チ
が
多
〈
、
長
寿
恒
物
語
句
持
)
神
田
・
旭
ム
箇
な
ど
の
市
街
地

百
三
十
人
で
、
男
は
女
に
く
ら
ベ
ズ
千
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。
周
辺
包
一
万
六
千
四
雷
同
出
入
〈
一
七
・

九
ム
九
人
多
之
、
女
一
百
人
に
対
す
る
男
年
令
別
で
は
十
九
援
の
四
千
四
冨
句
。
品
目
)
鵠
白
一
一
月
九
干
六
人
(
一
一
一
・

の
弘
行
凶
一

O
八
e

ご
と
ほ
っ
て
い
る
。
十
五
人
が
商
高
育
、
次
い
で
二
十
歳
の
一
一
一
弥
)
が
、
金
百
・
土
沢
・
問
崎
・
域

開
閉
内
で
は
川
崎
市
の
一
一
‘
了
。
に
次
回
f
-

一
一
百
六
占
入
、
二
十
一
掃
の
四
千
島
・
白
川
明
白
ど
に
居
往
し
て
い
る
。
市

ん
に
両
い
も
の
で
あ
品
。
五
寸
一
一
一
人
と
は
勺
て
い
る
。
年
会
一
区
街
地
Y
Vい
て
い
ず
れ
五
郎
副
よ
れ
増

人
口
ド
ラ
ミ
ッ
ド
に
よ
る
作

4
構
成
分
で
は
、
曙
識
か
ら
十
四
被
の
幼
年
人
和
レ
て
甘
え
神
田
両
日
向
の
一
一
ニ
・
凶

は
震
と
し
玄
完
全
な
都
市
却
で
あ

D
E一
方
七
干
九
十
五
人
て
二
二
了
九
一
一
今
宮
義
践
に
懇
時
間
一
二
・
一

δ

特
に
、
@
吋
一
一

F
認
の
持
岨
哩
フ
ッ
シ
野
、
十
万
事
か
ら
五
十
九
歳
の
生
経
卒
持
、
金
百
八
・
五
官
ハ
持
、
次
い
で
大
野

ユ
に
よ
る
零
歳
の
男
主
に
増
加
の
脅
ざ
帝
人
口
が
十
万
五
字
削
間
百
四
+
九
孔
の
の
五
・
九
九
時
と
い
ず
れ
車
高
い
増
加

日
印
出
回
日
泊
目
白
ロ
一
時
お
い
o

出
幻
問
担
幻
羽
田
町
田
開

hu.
田
門
同
日
刊
U

一
幻
∞
日
門
μ

幻
国
叩
臼
持
品
印
印
お
自
白
一
九
品
目
団
関
鱒

1
2
1
0
1
7
3
9
5
1
2
4
1
2
3
7
7
4
3
3
0
2
7
5
9
1
3
0
7
f
g
E
4
3
2
4
8
2
6
2
5
0
2
 

ι
日

U
n
h
h
お

ら

o

d

b

b

h

b

b

b

b

b

b

b

b

ぉ

h
酎

郡

岬

川

町

川

訓

即

応

則

一

国

初

日

出

品

目

制

岬

出

四

回

目

印

加

師

団

一

初

出

抑

制

問

問

問

拙

制

山

山

M
m
m
m
山

m
u
m
m
柑

-
A
司

4

宅

止

噌

A

1

4

9

4

A

U

末

寺

る

翼
土
宮
鵬
宿
指
首
相
嶺
郷
泊
回
田
明
国
下
等
際
神
制
刷
所
島
島
島
崎
縄
島
野
部
持
所
内
経
鶴
縄
問
下
根
屋
沢
沢
泊
目
毘
谷
川
川
向
あ

上

下

ト

京

m
g
z

康

保

島

田

慰

霊

登

包

回

目

鍋

閉

経

坂

宮

北

金

金

須

肝

須
真
m
出

八

中

中

間

笠

笠

東

関

北

壁

掛

宜

農

音

大

筋

掛

小

大

下

岡

寺

叙

入

入

長

公

河

徳

根

出

万

山

高

土

上

下

真

北

南

千

広

片

低
務

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
I
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
l
i
l
i
-
-
l
i
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
i
l
i
-
-
i
i
s
都

内

山

刷

出

別

問

問

問

制

限

m
則

抑

制

闘

訓

附

抑

制

問

問

問

3

H
抑

制

限

抗

出

抑

制

別

問

切

組

問

市

問

問

明

担

問

問

問

問

問

問

ケ

b

b

h

n

u

n

u

b

h

h

b

b

h

b

h

b

h

b

b

b

9

4

b

h

a

b

h

h

h

b

h

お

お

お

お

臨

白

m
m
川

問

問

問

問

m
m
m
M
m
m
m
m
m
m
m
問

沼

1
お

π
山

市

山

昭

M
m
m
臼

仰

山

間

的

品

川

知

倒

的

問

問

波

間

臼

引

間

宋

丘
丘
町
町
甲
山
町
町
町
小
山
町
町
町
町
町
町
町
一
則
町
史
叫
ん
川
町
空
豆
町
邸
主
主
台
町
町
岸
知
町
ま
川
丘
丘
平
台
前
原
源
域
宿
一
一

ケ

ザ

丘

中

原

日

野

山

間

一

土

台

払

の

で

ゲ

木

官

時

間

駒

浜

場

一

訟

で

風

ケ

摂

脚

部

ホ

ケ

子

ク

姉

崎

き
ま
醐
盤
中
登
山
…
一
畑
一
州
立
錦
繍
浅
一
明
紅
官
官
二
三

X
2
2出
長
中
一
極
細
代
氏
タ
高
幸
…
山
一
片
ハ
松
袖
杭
竃
里
町
一
騨
花
虹
撫
陸
国
平
年
佐



忍
喝
の
ま
わ
一
と
と
を
翌
日
っ
て
い
る
.

官
謀
議
a
bの
護

?
C
X議
選
り
で
は
、

だ
λ
h
f
b一
因
っ
て
い
る
、
不
便
だ
、
不
一
市
街
地
ゲ
域
り
ま
と
附
崎
、
金
問
1

快
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
一
あ
り
ま
す
ニ
!
?
一
一
屋
、
吉
沢
、
金
官
、
地
!
域
畠
の

か
』
の
照
に
対
し
て
、
〈
は
λ
・
蚊
弘
一

ど
の
曹
虫
が
多
い

V
の
一
一
一
五
・
阿
弥
が
一

最
も
事
え
次
い
で
〈
道
路
が
惑
い
〉
一

一
三
・
九
品
、
〈
排
水
の
処
理
が
怒
一

い
V
の
ご
七
・
六
骨
、
〈
受
返
事
故
白

骨
臨
闘
が
多
い
V
の
こ

0
・
一
骨
、
〈
績

音
が
ひ
ど
い
V
一
七
・
棄
の
臓
で
あ

っ九
マ
〈
日
常
の
買
物
の

唖
V
に

つ

い

て

は

島

b

A

交
通
一
種
問
問
中
道
路
留
品
轟
置

網
、
商
信
分
布
の

B
F
L
f

吠
挺
が
巧
え
ら
れ

特

に

市

街

加

作

段

」

P

D
ま

〈

裂

で

悶

〕

/

懸

皮

が

六

O

ム
傷
、
土
屋
、
揖
島
、
吉
沢
努

事
ぽ
一
が
四

O
骨
台
、
金
日
、
旭
、

% 

ル

i
ム

Y

7

i

ピ

ア

ノ

オ
j

ト，、ィ

オ

ル

ガ

ン

カ
ラ
テ
レ
ピ

乗

用

車

ス
テ
レ
オ

自

転

車

線

除

機

カ

メ

ラ

ミ
~
ン
ン

炊

絞

廷

決

海

機

冷

潔

態

臼
鶏
テ
レ
ピ

nu 

20 

え
た
も
の
が
一

0
・
問
問
弱
あ
っ
た
が
一
と
答
え
た
数
帯
が
半
数
以
止
の
五
六
e

モ
の
原
因
を
大
別
す
る
と
、
察
審
に
一
一
一
窃
、
宙
服
い
と
答
7
え
た
世
帯
が
一

0
・

よ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
四
二
一
努
、
一
一
返
っ
た
。

次
い
で
工
場
・
事
桑
所
か
b
の
容
器
一
ま
た
、
井
戸
水
が
少
な
く
て
盛
つ
ず

が
}
一
三
ハ
掃
と
多
〈
、
汚
物
に
よ
と
い
る
学
区
南
段
、
開
示
事
区
の
一

oa

も
の
が
一
・
四
品
刊
で
あ
る
。
一
持
が
段
も
多
く
、

清
掃
諜
は
、

3
舟
場
P
じ
み
。
し
確
認
し
、
定
語
似
の
場
合
は
作
去
月
で
い
つ
も
一
留
守
の
説
憶
は
、
使
ξ
コ

康
市
左
京
杭
き
が
に
切
戸
続
い
て
じ
日
間
沼
宍
従
量
制
の
場
合
一
は
確
認
し
え
の
削
に
小
己
主
伝
票
入
れ
用
の
木
箱

〈
み
取
り
伝
票
の
取
り
扱
い
に
つ
い
く
み
取
U
盆
と
作
業
月
日
を
記
入
押
宮
設
け
て
、
次
回
の
く
み
取
D
一伝票

て
次
の
よ
吉
に
呼
び
か
け
い
て
る
。
印
し
一
一
枚
続
品
戸
の
ま
ま
作
業
員
に
援
を
ス
れ
て
お
き
、
作
業
後
、
作
業
員

す
で
に
各
家
底
に
は
浩
和
す
。
伝
説
は
請
け
ず
に
回
持
勾
ヰ
宅
に
伝
療
が
渡
る
よ
ち
に
す
る
。
詞
時

間
イ
五
町
産
担
問
ず
る
新
〔
留
守
に
す
る
と
き
}
〈
み
取
り
予
に
帰
宅
語
、
作
兵
忽
議
を
確
認
し

し

い

く

み

て

ほ

じ

い

。

木

柏

市川
U
伝

票

の

上

部

に

「

毎

度

ぞ

発

増

し

む

吉

野

さ

ま

」

と

だ

の

で

、

密

告

た

い

も

の

。



甫
民
の

" 

か
ら
現
会
場
を
諮
問
問

一

触
譲
所
得
牧
視
屈
け
六
月
中
に

薬草~ト
u
て
一
僚
の
主
寸
姫
君
挙
実
一
支
給
さ
れ
る
。
な
お
、
届
け
出
に
は
証

を
な
く
た
墾
在
で
量
蓄
て
て
一
書
と
印
鑑

Z委
と
な
る
。
所
得
状
況

い
る
入
、
母
親
代
わ
b
に
面
倒
闘
を
み
て
一
窟
け
が
提
出
さ
れ
な
い
主
忍
耐
さ
れ
な

い
る
入
品
、
、
特
効
の
理
凶
で
ζ
主
。
を
一
い
な
注
意
老
、

祖
国
湾
て
て
い
る
人
に
支
給
す
る
〈
阿
児
童
扶
一
円
所
樽
嗣
阪
の
娘
度
額
〕
マ
本
人
二
一
一

語

墾

蕊

V
の
所
帯
状
呂
田
け
は
、
六
月
一
五
百
免
震
一
人
あ
た
E
八
万
円
加

万
一
い
っ

d

ぱ
い
に
市
霊
童
所
保
護
ま
一
撃
マ
配
偶
者
・
護
霊
君
事

5
幽
で
提
出
し
て
ほ
し
い
。
、
一
/
扶
韓
親
涙
一
人
六
十
一
一
万
五
千
円

冷
醐
宇
当
は
、
児
議
一
人
の
み
の
一
場
合
月
一
二
人
ヤ
γ
万
五
苧
円
、
一
-
天
七
十
七
万

4
醐
額
一
平
宮
内
、
二
人
の
場
角
一
字
百
一
七
千
円

和
問
内
に
主
白
円
を
加
算
レ
主
千
八
百
一
ま
た
、
新
た
仁
長
け
に
い
人
は
、
印

草
月
一
一
天
以
上
は
一
企
喜
四
宮
内
一
き
も
っ
て
市
凶
器
禁
罪
課
に

加

揮

。

一

昨

請

を

一

回

一

乙
の
届
貯
に
も
t
づ
い
て
、
次
の
所
一
く
わ
L

一

樽
制
限
の
堅
議
内
の
所
樽
芝
あ
ふ
れ
ば
一
(
電
幻
・
一

く

新
保
証
料
率
と
加
悼
法
強
高
は
次
の
と

お
台
。
(
)
内
は
手
市
割
引
横
保
誌

の
場
合
。

マ
五
十
万
円
ま
で
0
・
七
二
持

(
0
・

五
回
骨
)

マ
百
万
内
ま
で
0
・
九
七
品

(
0
・九

O
骨
)

マ
五
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イ巳ロ 万は磁に長 聞か少量ほ需と悪 し妻ず本酷。析副 長ょ管お弘主君究

1寸111

?長

喜8月18日
扇コース 市庁舎玄関前9時襲合続輪場

選和学趨一議聾研究所一東揮文学ピ昼童コ一

大神清掃作難所一消防司輯場一県営水道曹111
水源一帯入ヱ捷街地一帯担所前 C解茸む

歯応 募 市内居住の潜20:才以上の人 l∞人ま

で

環申 込 6)''11日までに柱復ハガキに、住

所民名、瞳喜吉を間記、また団体での申し込みは

確定人員と代聾者下記へ先制置でしめ切りま

す。

関 質 問

φ5月21沼@須賀公民館、職員独

身察 (1日夕綴ケ丘母子主宰〉

4静5月初段.~富士見公民館、殺訪

町会館、1B水町内会館

争時間・午前9持 30分~午後4符
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立

ひとがい"1まい官、なこをあげるのもむずかしい・湘南揖揮公認で

令 平 塚 市 白 藤 額

2，180，OOOF哲

4重

重量4、!こかえって、おとなのほうが謹Lそう・花水小絞庭甘

親ところー晃鮒合体育館

器時爵・午前3綜~午後3詩

老いも者きも男女こぞって参加しよう υ 体

育レクリエ丈一ションのつどいです

舗あなたも赤十字社員に/
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4歩

臨 (2露軍晶コ

。月 1B C月3金自公民館土建

公民館

。2日 C火〉金凶公民館豊田

公E号館

d- 3日 Eオ0 棋溺公民館開密

E込畏館

4少月4臼仁木コ旭公民館宮沢王寺

民館

d- 5 臼〈金う中原ノ'1~号室U校

v 68 C::t:)用原公民館

グ 15臼〈月〉

，t 16臼 0 0
d' 178げ凸!日四之宮公民館

タ訪日じわ花水公民館

l' 19臼く長室〉富士見公• .aUg 
l' 20尽くまニコ須賀公民館

ク 22日 C月〉杭内集会場C団地コ

ク 23臼くシヘo
d- 24日 Cホコ
l' 29日〈月〉花7](岳館

d- 308 C火ヲ毘~H台武道場

日曜日の急患

包偲封診の急怒を救うため、平綾

子守J医師企は東海道線をおに交代診焼

損j宣を申し合わせている。

覇軍 1・槙3臼糧自[立南1llUO::医院
歯車2・槙4日瞬盟百は北側の医院が

胃液ぜとして君主佼に応ずる乙とになっ

ている。 rDie貝りであって都合によ b
変更もある。日曜臼はあ〈まで{;t.診

BであD、言では緊急患者に限るJ
とされている。

輔さ宅清荷量定 (32局 1950)

鑑平揮市震病院"仁32局0015)
覇済生会病院 02箆 0520コ
盟苗禦重量満続 (21属0346)
趨富田詰院 ...... (21局0570コ

ぷノJ

高沢哲矢ちゃん
たかざわてつや

口住所私円訂j且32-402い才

X自立シ;嘩産主沢工J1'勤務正高沢昇

さん (29)と重苦也子さんぐ27)

の長野・生後8か月・身長70営

体重8・1九有孫なのでおじいさ

んの可主主がυょうは大変。おじ

いちゃ九ば、ノわてとママにない

しょ 12<亦ちゃんのステージ〉

fこ応募したもの。む両親とも地

元本市の出身。

広報紙に3号越する〈赤ちゃん

〉今月は応募42人のな7うるか04
J'l22白、広報諜長が拍せん、哲

矢ちゃんに決まっt4

場を褒更
、

帯主主謀[土前月でノj、児マヒ生ヲク投

与と家族計爾主主Eぽ旨潟を完了、今月

は、前月に弓|告翫いて君主主主金携を一

部変更したのでな注意ください。

また、新たに 5)三~25日 iJ'0臼本j脳

炎を8月いっぽい実施する。なお、

平塚県健所と協力して日用荒から7
Rに角材て、今度はおかあさんを対

象に子宮がACC釈診を行なう。

予防接種[ふ毎月この欄でお知ら

だするほか、毎日の広報部揺で予告

放送する一あなたの可霊互いいお子さ

んを病魔から守るん一め守主ザj

恥れL吋すず注に受けてほしいa

麓

盟対象・臣訴口41年 9_FJ1臼i';，E;昭和

45年 2月28日立でに生まれたffiちゃ

ん由、主主まれてから 1度主接種して

む、ないもの。

臨時縄午前{士10::::t~11酷 ~O分、午

後は1~時，0分かGEJ]乙ζで

盟主竪種田

5月23日 C午前コ八搭公民館 C午

見附台広造場

5月 15臼〈午市民病院

，t 168く午前コ笠印公民館く午

政コ神田公民館

，.. 18日仁午志Iコ
liζ) I日E

p 19臼く午後〉市民戦磁

d- 20臼「午古日コ花水公民館く午

主主コ沼賀公民館

.? 308 (_午前コ八路公民館巳午
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35人以内。
。

80メ、ら{内

50人以内

35人以内
9 

9 

ン
午前9時から 2， 050円

グ 10符から 2，050円

グ 11符から 2，050fIl 
?' 12符から 2，800円

午後 1時から 2， 500円
グ 2時から 2，050内
グ 3時から 2，100円

?' 4持から 2，150F守

一一毎週JH寵B休鉱-
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] 59，779人
40，054t主帯

67.88 Km1 

前月比m帯地 62世帯

d'ノ¥口J芭 739人
市街地 74，627人C19，6l7位帯J
大野 37，418人 C8，909タコ

霊豊 田 3，064人( 737 4'コ
神田 12，949人 (3，28207)

減酷 2，345人( 510，v il 
関輔 2，464人( 575クコ
金田 3，769人 C 939，少〉

旭 11，243人 Cれ790t ) 

土 沢 も 136人( 8064') 

金恩 7，764人(1，889 .r ) 
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時
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時
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に
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169 
師弟の院汚を号ーと寺号に

眼 オ iもちいたことがわかる。創建

~ i 以来今年でm町、現軍中原主主

高瀬横審 e雄創は36mにあたる。

記 認 によると、等JよE霊安

2年(1649)江戸幕府から5
在日斗の寺免と、諸役免除の

柴I'P状を受付されていて、境

内は 3.227坪ほどあったので

地方寺院としては堂々たるも

のであったばかDでな〈、借

々¢住持が、寺門様興のため

に潜在そそいで苦たカ31945年

の戦災古寺宝をはじめ諾建物

を全焼し、一時:立法灯まさほ

絶えなんとする有後であった

ζのとき、弘められて入山

したのが故中庶民法く帯空間環

日潟〉献であ{，)O f中原質主主

さんJとA:Jと、市民の多占

は「あの ~í'鐙かJ と合点才る
ζ とだろう。

かれは多くの人々の敬愛者

受けながら不惜身命の努力者

かさねつつ、今日の慈眼寺京

当時このあたDは広〈小田原

0:北臨氏領であったが、それ

に隷属せf'7_l)、ーな存在であ

ったらしい。

ととろが縁あって身延山久

遠 寺17在感雲訪日新 C?一一19
5むという憶大な憎を矢口るに

及んでとれ[こf頃即jし、遂に白

書好の弟子となった。

1))くて彼カ人町の日新を関

山として、天正2年(1574)
建立したのが怒5富山慈眼寺で

あると伝えている。

中原の閣は、天王18年(15
90) 以来徳川詰ま康の旅館通称

主主義野榔般の所在地として知

られているが、それにさきだ

ワこと 16年とい 5ことにな

る。

かれは、 ζの寺の第2mと

な口、融限脱臼恵と称し C寛

にこにで没し

ている。
る

つ
ど

τマl~
量襲

jj 
gg 

小学一一一年

努

子

市
教
面
再
生
に
な
っ
戸
み
翠
担
が
ま
っ
た
〈
変

露
出
斯

U
、
自
分
自
賓
と
つ
し
た
ら
い
い

鞍
脊
稽
の
か
、
毎
日
毎
日
が
不
安
と
緊
一
世

鮫
語
習
扱
。
た
事
酬
か
ら
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
し
ょ
う
。
モ

!
こ
ん
な
子
ど
も
j

う
し
た
は
け
口
が
語
い
者
い
じ
め

一
、
-
一
存
の
と
き
応
、
お
と
な
を
し
た
台
、
友
だ
ち
仁
対
し
支
払

じ
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
一
犀
企
に
暴
な
符
動
に
山
田
た
り
し
て
し
ま
コ

な
つ
で
組
み
替
え
が
あ
白
、
先
住
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
ナ
。

も
新
し
之
、
仲
の
良
い
友
だ
ち
と

1
ど
う
し
t
b
i

も
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
①
お
か
あ
さ
ん
と
先
生
が
、
よ

ま
し
ず
も
新
学
聞
が
始
ま
っ
て
ま
〈
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

も
な
く
先
仲
ー
か
ら
「
友
だ
ち
に
乱

5
0
先
勺
L
子
戸

E
の
性
格
1

子

暴
し
て
戚
る
」
と
注
法
η一
定
け
て
ム
E
の
行
動
を
正
く
知
勺
て
も
ら

し
ま
い
ま
し
ら
い
、
お
か
あ
さ
ん
と
先
生
が
一
緒

ー
な
ぜ
ー
に
な
っ
て
、
一
日
も
月
十
く
一
不
安
時
間

幼
夜
空
襲
に
吉
田
宮

{
i
i

義
b
壁
、
新
じ
い

や
か
し
て
育
て
ら
れ
た
同
ぽ
繍
問
嗣
隣

E
環
境
に
慣
れ
る
長
つ
に

宣
車
自
己
中
心
的
惨
事
劉
整
助
け
て
あ
げ

-Eだ
さ

要
求
話
え
さ
さ
い
畿
と
駒
場
議
い
。

な
注
意
や
叱
責
に
対
し
轍
綴
ど
瀦
九
鱗
鶴
耕
@
ク
一
一
ノ
ス
の
友
だ
ち

て
す
く
に
乱
慕
企
画
く
謡
議
機
畿
噂
哨
1
!

を
先
生
の
方
か
ら
作
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
て
も
ら
い
、
て
み
芦
品
照

子
木
宏
に
お
び
や
か
さ
れ
る
向
分

b
F勃
均
百
円
げ
を
て
も
FP5ι

を
紡
街
し
ょ
っ
と
述
に
乱
暴
な
行
と
も
必
望
で
し
ょ
う
。

酌
噌

L
出
る
に
と
も
あ
hu
ま
才
。
本
@
調
の
協
力
を
一
願
い
、
殺
生
百

児
の
閣
制
A

台
、
生
肯
怪
か
ら
み
@
と
に
一
A
人
の
仲
の
良
い

fh民
約
涛
し

五
議
ま
で
ひ
と
幻
つ
子
だ
っ
た
た
ム
口
百
ζ

と
も
、
人
間
関
偶
の
ふ
れ

め
に
過
保
護
に
育
て
ら
れ
、
幼
稚
告
い
で
、
心
の
防
長
の
栄
建
検
橘

閤
仁
作
〈
ま
で
ほ
一
、
ほ
と
ん
ur友

給

し

τ壬れ
ま
す
。

だ
ち
と
福
ぽ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
〈
強
当
小
杭
)

と
こ
る
L
長器ぁ，
Zフ
で
教
車
道
臼
臨
百
も
実
習

す
。
な
お
一
「
一
一
犀
生
位
か
ら
友
て
い
ま
才
。
(
幻
一

人
爾
出
聞
か
広
範
留
に
な
る
時
砲
で
一
二
五
一
O)

一3
0

で
才
か
ら
薪
し
い
組
、
新
し
だ
さ
い
。

い
率
F」
ち
、
新
し
い
先
往
生
一
号

一正しい調査で…つ

Lあしたの繁栄一
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